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大田区立志茂田小学校 ことばの教室 

 あじさいが綺麗に色づき始める季節となりました。今年度の通級の指導がスタートして２か月が経ち、

新たな環境の中で頑張ってきた子供たちもそろそろ疲れが見え始めるころです。肌寒かったり、蒸し暑

かったりして体調を崩しやすい時期ですが、ゆっくり休んだり、こまめに水分補給をしたりすることで、

雨の多いこの時期を元気に過ごしていきたいですね。 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月・７月の予定 

６月  １日（火）   PM 都難言協 専門研究会 

３日（木）   AM 専門相談（長岡 恵理先生） 

８日（火）   PM 都難言協 城南ブロック研究会 

   １０日（木）   PM ことば就学支援委員会 

   １９日（土）   AM ことばの相談会 

７月  ６日（火）   PM 都難言協 城南ブロック研究会 

    ８日（木）   PM ことば就学支援委員会 

   １０日（土）   AM ことばの相談会 

   １２日（月）   １学期 通級終了 

１３日（火）～１６日（金）１９日（月） 個人面談 

２０日（火）   終業式・PM 都難言協 専門研究会 

２７日（火）２９日（木） ことばの相談会 

※新型コロナウィルスの影響により、計画の中止、変更が見込まれます。 

 変更の際は、その都度連絡するようにいたしますのでご了承ください。 

【在籍学級訪問のお知らせ】 

 担当教諭が通級する子供たちの在籍校を訪問します。 

学校生活や学習の様子などを見せていただいたり、担任の先生と情報交換をしたりして、これから

の指導に役立てていきます。訪問日時につきましては、担当者から個別に連絡いたします。お手数

をお掛けしますが、よろしくお願いいたします。 

～こ と ば の 相 談 会 に つ い て～ 

土曜授業の日に「ことばの相談会」を行っています。 

１学期：６月１９日（土）、７月１０日（土）です。（定員に達しました） 

毎週月曜日 １０時３０分～１２時 親子相談の時間を設けています。 

こちらもご利用ください。 

なお、夏の「ことばの相談会」も行います。 
７月２７日（火）、７月２９日（木）です。 

ことばのことで何か心配なことがありましたら、お電話ください。 

夏の相談会についての詳細は後日お知らせいたします。 

      ことばの教室 ０３－３７３２－４９６９ 

 



Q：家庭では、どうしたらよいでしょう？ 

A：子供の話をよく聞いて、キーワードを、きれいな発音で返しましょう。 

 例）子「たたな、つき」⇒親「○○ちゃんは、さかながすきなのね」 

 子供は、「話が伝わった」「自分の話を受け止めてもらえた」と安心しながら、正しい発音を耳にして、音の違い

を覚えていきます。 

A：楽しく口や舌を動かしましょう。 

・シャボン玉を吹く  ・風船、風船ガムをふくらませる遊び   

・舌でなめたり、とったりする遊びなど    

A：よく噛んで食べましょう。 

・固い物（ごぼうやさきいか、おしゃぶりこんぶなど）をよく噛んで食べる。 

・チューインガムを噛む 

舌や口を動かす運動は、とても大切です。舌や唇を自由自在に動かせるようになると、正しい発音を習得しや

すくなります。 

 

ことばの教室で、発音を明瞭に！ 

                                 「ガッコウ、スキ」と言うべきところを「ダットウ、ツキ」 

かけ算九九５の段の暗唱で「ドイチダ、ド」、「ドニ、ジュウ」・・・ 

「コウエンニ イキマシタ」の「イ・キ・シ」の音がこもった音になる。 

このようにある音が正しく言えないとき、発音に誤りがあると言います。しかし、３～４歳の子が「サカナ」

を「タタナ」「タカナ」や「チャカナ」と言っても、発音に誤りがあるとは言いません。正しい発音を自然と獲得

していくことが多いです。しかし、発音以外の面は育っているのに小学生になっても「タタナ」と言っている

場合、「サ」や「カ」の音は発音の誤りとして、発音の仕方の練習が必要になります。 

 

発音に誤りがあると・・・ 

 ・自分の言いたいことが、うまく伝わらないために、イライラします。 

 ・ことばの問題で注意されたり、からかわれたりすることがあると、恥ずかしさや注意されないようにとい

う気持ちから話をしなくなってしまいます。 

・誤った発音どおり書いてしまうため、意味の分からない文になることがあります。 

 

このように発音の誤りは、子供の生活や人格形成に与える影響が少なくありません。 

二次的な問題を防ぐには、適切なかかわり方や発音の指導が大切になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のようなかかわりを続けて、少しずつ正しい発音に近づけていきましょう。それでも発音に変化がみ

られないときは、ことばの教室にご相談ください。 

 

発音、吃音、言語発達、読み書きに関する相談は、 

３７３２－４９６９（教室直通へ） 

 


